
神奈川県における旧石器時代の遺構（その 3)

-B 1層下部～L2層一

旧石器時代研究プロジェクトチーム

はじめに

本プロジェクトでは、 2001年度より、神奈川県内の旧石器時代遺跡において報告されている遺構の集成を

実施している。これまでに（その 1)として漸移層～LlH層、（その2)としてB1層上部に該当する資料を

扱った。今年度はB1層下部を主な出土層位とする遺物群に伴って検出された遺構を対象としている。例年

通り、各報告書において礫群 ・炭化物集中 ・炉址 ・配石 ・住居状遺構・土坑 ・ピット・デポなどの事例を対

象とし、今回確認できた遺構は礫群 ・炉址 ・配石 ・土坑・ 石核原材集積・炭化物集中（大型炭化材集中部を

含む）の6種類であった。以下、遺構ごとにその様相を述べる。

B 1層下部検出の遺構について

a)礫群 （第1・ 2図）

今回確認された礫群は40遺跡234事例にのぼり II)、対象とした遺構の中では、最も多く検出された遺構

である。報告書に基数の記載があるものに関して、検出された礫群が1基のみである追跡は7遺跡ほどであ

り、その他の遺跡ではおおむね複数碁の礫群が発見されている。構成礫の数祉については、月見野上野遺跡

第1地点第5号礫群が300点と最も多い点数である。ちなみに最も少ない点数では2点で構成されている事

例も報告されており (2)、平均点数は33.8点となる。数量に関する情報が掲載されている事例に限ると、接合

していない状態での点数で、 20点未満が93例、 20-40点未満が52例、 40~60点未満が21例、 60~80点未満

が13例、 80-100点未満が4例、 100点以上が11例となり、 20点未満の例が最も多く 5割を占める。分布範

囲については、長軸は0.2-6.7m、短軸は0.1-5.0mが大半を占め、長軸 ・短軸がともにlm未満の例は22

2例中で42例存在した。また、ほぽ8割の例が長軸1.0m以上の規模を持つ例であった。使用された岩石種に

ついては、相模/II水系にて採取可能と考えられる岩石が利用されている例が多い。構成礫の属性では、赤化

の認められる査料がおおむね大半を占めている。

b)炉址 （第3図）

本遣構は2遺跡4事例を数え、すべて宮ヶ瀬遺跡群の事例である。上原遺跡p1号炉址以外は礫を伴った

炉址とされる。焼土範囲については、上原遺跡P3号炉址が0.3X0.25mであるが、その他は約0.7X0.6m

の範囲とされる。すべての例で下部遺構は確認されていない。構成礫については、 完形礫は少なく、赤化礫

については、上原遺跡p3号炉址は少なめであるが、他の2例では多数認められている。すべての例で炭化

物の分布が認められている。また、中原遺跡p1号炉址以外では、複数の石器を伴った例はない。

c)配石 （第4図1・ 2) 

本遺構は4遺跡18事例を数え、 宮ヶ瀬遺跡群と大和市長堀南遺跡の事例である13)。宮ヶ瀬遺跡群の例はB

1層中～下部で確認され、おおむね 1kg以上の礫 ・石器を配石として認定している。長堀南遺跡の例はL2

層上面での確認となっており、基準をうかがい知ることはできない（4)。また、両遺跡ともに、下部遺構の存
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在が確認されている例はない。使用された岩石種については、凝灰岩系あるいは安山岩系が多く、礫群でみ

られる岩石種に類似すると考えられる。構成礫については、完形礫は少ないが、赤化礫は、比較的多く認め

られる。数については 1 点 ・ 2 点 • 3点 ．5点から成る例が存在し、 2点が9例と最も多い例となる。石器

との共伴関係については、中原遺跡ではすべて石器集中と重なる位骰に分布しており、上原遺跡では配石構

成究科に叩石や台石が含まれる例が存在する。

d)土坑 （第4回3)

本遺構は葛原滝谷遺跡p1号土坑のみである。第2大型炭化材集中部の下部に存在し、 B1層下部～L2

層上部を確認面とする。覆土中には炭化物は存在するが、石器は含まれていない。推定される平面形態およ

び規模は、楕円形を呈し、長軸97cm、短軸77cm、深さ25cmと推定されている (5)。

e)ピット （第6固）

本遺構は用田烏居前遺跡の 1例のみである。大型炭化材第2集中部の下部に存在し、B1層下部を確認面

とする。覆土の1層上面に大型炭化材が位骰しており、覆土中には炭化物は存在するが、石器は含まれてい

ない。平面形態はほぽ楕円形を呈し、規模は直径28cm、深さ42cmと推定されている。

f)石核原材集積 （第5図1)

本遺構は宮ヶ瀬遺跡群サザランケ遺跡の 1例のみであり、 B1層中～下部において検出されている2点の

石器からなる。原石を粗割りした同一母岩とされる剥片と大形の使用痕ある剥片からなり、北東2mに第3

プロックが設定されている。掘り込みを持つ遺構は伴っていないが、「石核原材として保管した 「デポ遺構」

の可能性がある」とされる。

g)炭化物集中 （第5図2~4、第6図）

本遺構は6遺跡泌事例を数え、この中には用田鳥居前遺跡と葛原滝谷遺跡の大型炭化材集中部も含まれて

いる。平面的な広がりについては、おおむね長軸 ・短軸ともに 1~2mほどである。用田鳥居前遺跡の第3

石器集中地点において2箇所の炭化物集中が設定されている以外は、付近で石器が出土している例はみあた

らない。本遺構では、大型炭化物集中部の存在が特筆されるが、用田烏居前遺跡では、 5箇所の集中部と6667

点の炭化物粒が認められている。特に第2集中部については、板状の材が含まれており、下部には前述した

ピットが残されていた。葛原滝谷遺跡では、 3箇所の大型炭化材集中部と多数の炭化物粒が認められている。

特に第2大型炭化材集中部については、下部でp1号土坑が検出されている。

上述したように、礫群以外の遺構が報告されてはいるが、炉址や配石などの多くは宮ヶ瀬遺跡群の事例、

土坑、ピットや大型炭化材集中は用田バイパス関連遺跡群の事例であり、遺跡が限定されているのが実情で

ある。さらに用田鳥居前遺跡の出土石器は吉岡遺跡群B区出土石器との遺跡間接合が確認されており、そう

した遺跡間の連なりも考慮していく必要があろう。 （吉田政行）

註

(!)ここで数に含まれる「遺跡」とは、報告書において「～遺跡」とされるものを対象とし、 「～遺跡第〇地点」については同一遺跡とし

て扱った。ただし、月見野遺跡群は地点に相当する枠が「遺跡」となっており、「遺跡」のとらえ方には問題が残されている。

(2)この 「最も少ない点数」については礫群を股定する際の碁準にもよるため、参考程度としたい。

(3)本遺構の報告については、報告者によるばらつきが大きい。例えば、「おおむねlkg以上の礫•石器によ っ て構成される。」 といった

設定基準を援用した場合、他の遺跡でも抽出できる可能性が高いと考える。

(4)ただし、私信では「拳大程度よりも大きくて、被熱の度合いが弱い礫 ・石器が散在している場合に配石とした。」とのお答えを麻生順

司氏よりいただいた。

(5)「約1/2のデータは失われてしまう」調査方法であったとされるが、据り込みを持つ遺構が少ない1日石器時代遺跡の調査においては、

当該報告者のような積極的かつ慎重な姿勢は重要であろう。
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神奈川県における旧石器時代の遺構（その3)
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l 
茶If/゚ ＋ 32 33 ＋ ＋ 

ふ

`..~ー I・
も

篇•tJ. J』̀

ふ
＆ "2 

5 
IIIi// f /i /＂9，/ ●1 壺

F 

,t[:“ 
'" 

＆ ,f, 

., 
'" I, 

t- "轟2'． “ △ a ISl ， m m 22ヽ i”
.,.o91 △贔

., .. ．． ＋ 
ボ ~ . 19 1 ”／鴨•か,..,'.. '“ 95)＇“ 

， 
/ n 

-亭 ー・・---...`̀▼ •曇.. --・ 9 .. v0 ---0" 

”̂’ 
E 

,, &'"、戸
＇ 9 99 g 

み ら
＋ ／ 

＋ 1゚,. 
Z? 

＋ 

u、" 土

H ． 甘し．s
8 >. q 8•一.8`  • ． . -

悶

,. 

2 

fl 

゜~
D 
索 c5'O
芍
｀心． 

U .S.~ .~;, 

． ,. し",.. C
↓
 

-.~ o o 0 心 3‘’'‘• ・-

＼
 

I≫“ .. Jr 

3
 

~ 90 

゜
．
 L
-

A
 

,；；；,·,;•••.ュ
"'' 

•· '・

・o 

. " ...。
...玲．、o• . .. ． .。io-・
°゚° 0• 

•

一l
 

f
 肩正 ぶこ足 ・

゜

、ぺ^・ ジ e •’"’" 

'-- 0 _.-,,碕c よ
〇⑬ • .., 

e ' • ゜.. ゜
゜

.
o
 
．，
 ヽaa▼ 

¥o・ 

4
 

， 
'゚ 
"I 

5
 !, 9 9 9, 1• 

第 2図 礫群〔 l:栗原中丸V11号礫群、 2:月見野上野 lIV第4礫群、 3：長堀南IV23号礫群、 4:同17号礫群、

5 ：用田烏居前IV)

-4-



神奈川県における旧石岩時代の遺揖 （その3)

l
l
J
-

△- -
＼ 
と＠ 拿上

ム上，．．20m 上

｀ 三
臨3緯埠び訊蛉布麟
E5]鰍畢く変色し、 覆化した戴璽

◇ 
△3mom △ ＿．： •夏

衣/ ケ

も

G? 

四鼻及び讃化暢分布纏霧

e 攣凰く変色し、 闊薯に硬化した繊11l1
2
 

切
／

△-

、
E

ー

上

o/ 

△ 」

ヽ

入で、C ・-・--’•...i 

Eコ 耐鳳這：eし、 硬化した瓢1111 3
 

ー ヽ
<3 

危
U
 

J

し

品

◎ 叶

e 
怠〉

ぃ
•· ···~ 

り上

勾）
C
レ

6
 

よ

＇シ廷）

J
 

且一 ＿庄

鯛1● 彎●●謁紅 ロームが錫土化し． 鰻化
情を含じ．やや硬化している．

112● 賣猷褐色土 Dームが燐土化し、嵐化働
を含む．

一 ・..：-’・ヽ
4
 
。

Im 

第3図 炉址 〔1:宮ヶ瀬上原YPl号炉址、2：阿P2号炉址、 3:同P3号炉址、 4:宮ヶ瀬中原VPl号炉址〕

-5-



旧石器時代研究プロジェクトチーム

|
'`
,9.'

が`‘豆
ヽ
980 ．．．．
 

(
 
石
一
臼”

 

F
O
5
 

ー

H'L+

ゃ’

、...e,:_
”石(192)

n号炉社

国Pl19年¢が？
R 

l° l-
△ 990n 」

—亨．．．．．．ー・；

ヽ
Lo 
P2号紀石

←累
c土
p I号紀石の

I幻石縞

四。1111
竿 9.59m

＾ 一笈 沿各盆 .'. ・ •. ・ •, • 

隻·::::•一

2 

△ 

' . • ： • 

: ..一、 ．... ,.、,・.．ヽ ．．．‘.:、 '.•” ..... . .. . .．．．．”‘...．．. 、. .

.,.・ 七
ge""

一
雫
'"
•

P1号土坑

·—• • △ 

~Om 

90“hm 

三 ーム・

3
 

4
 

。
l" 

第4図 配石〔 1:宮ヶ瀬上原VP10 ・ 11号配石、 2:同中原VPl·2 号配石） • 土坑〔 3 ・4:窃原滝谷IVP 1号土坑）

-6-



神奈川県における旧石器時代の遺構（その3)
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神奈川県における18石器時代の遺構（その3)

第 1表 礫群

遺跡 潰認
文 長軸 短輪 醸数

傭 考遺跡名 化 遺構名 分布 纏の状鱈 纏群石材組成
ぬ 層位

層 (m) (m) 接合撞塁
（共伴遺物等）

55硯本 BB1 

＂ 
IIJ!ヽト3 l. 90 I.SO 77 I赤化 ：30、破損： 砂岩59、虹石15` 氾3

-L2 45 

55憫＇牛 8B1 m 1t11•f 4 4.10 3.20 105 赤化： 65、破fll: 砂岩85、娃岩18、他2
-L2 85 

55僑本 BBl m 蝶詳5 0.80 0.40 25 赤化： 8、嗽111• 砂岩23、珪岩2
-L2 12 

55橋本 BBi m 礫群6 2 50 1.90 138 赤化： 28、破損： 砂岩126、珪岩II、他 1
-l.2 78 

55橋本 BBi m 礫群 7 3 70 2. 4 0 70 赤化： 14、破tll: 砂岩53、庄石11、他6
-L2 46 

55橋本 BBi m 霞群8 1.90 1.40 79 赤化： 40` 破損： 砂岩7）、珪岩3、閃繰岩
-L2 21 1、他4

55捻＊ 聞1 m 礫群9 0.80 0.60 28 赤化： 12` 破損＇ 砂岩II、珪岩6、閃緑岩II
42 22 

55橋本 BBi m 礫群10 2, 1 0 1.30 80 赤化： II、蠍111:砂岩77` 娃岩3
-L2 25 

55~本 BBi III 茂詐II 3.90 3.00 67 赤化： 11、破損： 砂岩60、旺石6、閃緑岩 l
42 54 

55橘本 叩I m 閃群12 I. 20 0.90 35 赤化： II、破損： 砂岩28、娃岩 1、閃緑岩6
-L2 27 

57下九沢LIJ谷 BBlU n 蝶群 散浸
-L 

57下九沢山谷 ば m 礫群 密集

61田名稲荷U」 BBlL m 礫詐 3.00 1.00 II 散漫 赤化： 10、スス： 閃籍岩2、輝様岩 1、細流 剥片2、ナイフ 2
(B地区） -L2 4、ヒビ： 6、火 凝灰岩 1．硬砂岩3、火山

撥： 2、破tll: 4 礫凝灰岩 I` 玄武岩 I.粗
粒凝灰岩2

邸中村 (Cltl!.区） L2U V 1号礫群 3.30 2.00 4 散浸 赤化： 4、ヒピ' 凝灰岩、硬砂岩

邸中1す(C地区） L2U V 2号礫群 I.SO I. 50 15 集中 赤化： 15̀ I::ピ： 凝灰岩、硬砂岩｀安山岩 7プロック重穫
15、スス：有

邸中1す(C地区） BBlL V 3号礫群 4 70 3. 50 31 集中 赤化： 31、スス： 閃緑岩、凝灰岩、粘板岩、 7プロック重復
有、タール：有 硬砂岩｀チャ ート

邸中1す(C地区） BBlL V 4号礫群 5.00 3.30 13 散浸 赤化： 13、ヒピ： 硬砂岩、チャート 15プロック重複
13、破損： 13

68中1す(C地区） 881M V 5~礫群 4. 10 2.30 M 集中 赤化： 34、ヒピ： 凝灰岩．凝灰角礫岩、硬砂 15 • 19プロック一郎
42U 34、破fl¥: 34 岩、帖板岩 重複

邸中村 (C地区） L2U V 6号礫群 0.90 0. 50 13 集中 赤化： 13、ヒピ： 粘板岩、玄武岩、硬砂岩、
13、スス：有、 凝角礫岩

クール：有

68中け (C地区） BBIL V 7号礫群 6.20 3. 70 44 散浸 赤化破：多Ill、ヒピ： 1粘板岩、玄武岩、硬岩砂岩、 20-22プロック重穫
-L2U 多、：多 凝灰角礫岩、閃繰

68中け LIii V 1号蝶群 4.00 3.00 7 散漫 赤化：多 帖板岩 I.硬砂岩6 ナイフ形石器、尖頭
(D~F地区） -BBi 料、削笞、ビエス、

彫若、内石、 RF、
UF、石刃、石核

68中村 LIfa.. V 2号礫群 9 散漫 スス： 2、欧＇11: 砂m仮岩石I6、チャート 2、硬 8プロ ック重複
(0-F地区） 7 

68中(けD-F地区）
BBIL V 3号閃詳 5.50 4 00 36 集中 有赤化、タ：有ー、） スス ： チャ ト16、粘板岩6、硬 9プロック重複

レ：有、 砂岩13、凝灰角礫岩 I
ヒピ：有、破Ill:

“ 
68中(村D~F地区）

BBIL- V 4号鰈詐 3.50 2.30 43 集中 赤43化： 43、破IR: 硬砂岩38、礫岩 3` 溢灰角 12プロック重複
L2 礫岩2

68中(村0-F地区）
881L V 5号鰈群 2.00 l,00 19 集中 赤有化、敲：有、 スス： 硬砂岩II、閃様岩5、枯板 15プロ ック一部重複

損： 13 岩2、花繭岩 l

68中(村D、F地区）
BBJL V 6号鰈詳 2.50 1,80 24 集中 赤化：有、スス： 硬砂岩12、凝灰角礫岩2、 15プロック重穫

有、破損： l7 火山蝶凝灰岩2、粘板岩
3、閃繰岩2、粘板岩 3、
凝灰岩、チャート 1

68中(村D BBIL V 7号霞群 4.00 3.00 62 稟中 赤化ク：多ー、／ スス ：硬砂岩21、凝灰岩19、凝灰 16プロック重複
-F地区） 多、レ ：多 角礫岩14、粘板岩6、

68中村 BBIL V 8号霞群 2.00 2.00 51 集中 赤化：有、スス： チャート 16、硬砂岩19、凝 17プロ ック重複
(D-F地区） 有、タール ：有 灰角礫岩11、粘板岩 3` 安

山岩 1、玄武岩 I

70栗厄中丸 BBIM V 鰈群NoI 4.30 4, 10 39 散漫 赤化： 7、スス： 細粒凝灰岩 1、粗粒凝灰岩 ぬ1プロックと重復
(II) 5、ヒピ： 7嶋火 ふ火山礫凝灰岩5、硬砂 油3礫群と接合

撥： 2、完形： 岩2
4 ・敲Ill:35 

70栗原中丸 BBIN V 礫群Na2 3.00 2.50 30 集中 赤ft:9、スス ：網粒疑灰岩 l、粗粒凝灰岩 ぬ3プロックと重複
(12) 4、ヒピ： 6、火 l、火山礫凝灰岩 J、溢灰 ぬ3礫群と接合

撥： 5、完形： 角礫岩 1、耀緑岩 l、硬砂
5.敲損： 25 岩7

7(梨原中丸 BBIM V 礫群NQ3 3.60 3.40 
(1:； 集中 赤化： 9、スス： 細粒疑灰岩3、凝灰角礫岩 No 4プロ ックと重複3、ヒピ ：9、火 l、火山礫凝灰岩 4` 輝緑 油）・ 2礫群、 Na6

撥： 4、完形： 岩 1、硬砂岩2、不明 1 プロック、 N12-24 
6・敲掛： 44 区と接合
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旧石器時代研究プロジェク トチーム

遺跡 確認
文 長軸 短馳 磯数 傭 考

ぬ
遺跡名

層位
化 遺構名 分布 礫の状態 礫群石材絹成

（共伴遺物等）
層 (m) (m) 撞合儀数

701菜原中丸 郎IM V II'll群ぬ4 2. 10 l, 6 0 21 集中 赤化： 3、スス ：細粒凝灰岩 2` 粗粒駐灰岩 図6プロックと13-直1複7 
15) 3、ヒピ 3、完 l、凝灰角顎岩 1、硬砂岩 No.6礫群、 0

形： 1・破損 ・20I 区と接合

70栗原中丸 BBIM V 硼群泌5 2. 60 I. 80 20 集中 赤化： II、スス： 粗粒凝灰岩3、襄灰角礫岩 No7プロックと瓜複
(121 5 、ヒピ • 7、火 1、火山礫廷灰岩 L 粘板

撥： 3.完形・ 沿1．硬砂岩6
7・破損： 13

JO栗原中丸 BBIM V 礫群No.6 3. JO 2, 60 22 集中 赤化： 13、スス： 細3粒.凝凝灰岩1.粗粒屈灰岩 No8プロックと璽複
(14) 5 `ヒピ： 8.火 灰角慄岩2.火山礫 No.4礫群と接合

撥： 3、完形 凝灰岩 1、硬砂岩3、
8・破損： 14 チャート 1。不明 l

?0栗原中丸 BB lM V 覆群No.7 2. 80 I. 90 8 散漫 赤化： 2、スス： lffl粒凝灰岩 l、玄武岩 l̀  No.IOプロックと霞複
13) 2、ヒピ ：2、火 硬砂岩 1

撥： 1、完形 ：
1・破損： 7 

70栗原中丸 BBIM V 礫群ぬ8 2 50 I 10 14 集中 赤化： 5、スス： 細粒凝灰岩」、粗粒凝灰岩 Nol8プロックと窟複
161 2 ̀  I::ピ： 4、完 1，火山礫凝灰岩 l，硬砂

形： 5・破損： 9 岩3

70栗ば中丸 BBIM V 願群ぬ9 3. 50 2, 40 38 集中 赤化： 14、スス： 細粒辺灰岩 l、粗粒夏灰岩 No.16 aプロックと重
(1 41 5、ヒピ： 5、火 2、火山礫凝灰岩 l、安山 複

撥： 4、完形． 岩3、硬砂岩7
5・破Ill: 33 

70栗原中丸 BBIM V 桟群ぬJO 3. 00 I. 60 16 集中 赤化 ；10、スス： 細粒凝灰岩2，粗粒凝灰岩 No.17プロックと豆複
(I I I 8、1::ピ：4、火 J、凝灰角礫岩 1、火山礫

撥： 2．完形 ： 疑灰岩 1.oo緑岩2 硬砂
5.破損： II 岩3

70渠原中丸 BBi~ V 礫群NalI 6. 70 3. 50 37 集中 赤化： 26、スス：
細6粒、溢火灰山岩礫凝5灰粗岩粒4薩`灰閃岩緑

No.14a • bブロック
(291 20、ヒピ： 17、火 と屈複

撥： 5、完形 岩 I.玄武岩 1、硬砂岩12 ぬ35礫群と接合
20 ・破捐： 17

70栗原中丸 BBIN V 礫群Nol2 2 20 I 90 23 集中 赤化 ：12、スス： 細粒凝灰岩2．粗粒襄灰岩 No13プロックと重複
(1 21 7、ヒピ： 2奮火 5.火山渥凝灰岩3.硬砂

撥： 4．完形 ： 岩2
3・破Iii: 20 

70栗原中丸 BBIM V 礫群ぬ13 ?, 20 0. 60 IO 集中 赤化 ：2、ヒビ： 火山憫凝灰岩2 ぬ19プロックと瓜複
121 2、破掛： 10

70栗原中丸 BB lll V 礫群ぬ14 4, 40 2. 00 51 集中 赤化： 7、スス： 粗粒凝灰岩 1．安山岩 1. ぬ26プロックと重複
19) 4、ヒピ ：5、火 玄武岩 1、硬砂岩4、不明 ぬ15・ 21礫群と接合

撥： 4.完形： 2 
2・破掛： 49

70栗原中丸 BBIM V 礫群ぬ15 240 2 10 15 散漫 赤化： 9、スス： 細3粒.輝凝灰岩5.粗玄粒武岩襄灰岩 ぬ28bプロックと亘
(101 3 `ヒピ： 2.完 緑岩 1、 1 複 No.14礫群． Nn27

形： 3.破損 ：12 プロックと接合

70昇原中丸 BBIM V 礫群出16 3 80 2. 7 0 21 集中 赤化： 12、スス： 細粒凝灰岩2、粗粒襄灰岩 ぬ31プロックと団複
(1 21 10、ヒビ： 10.火 4.火山礫凝灰岩4、硬砂

撥： 4.完形 ' 岩2
6 • 破捐： 15

70栗原中丸 BBIN V 礫群ぬ17 1.20 0 60 3 散漫 赤化： 3 スス： 凝灰角陳岩 l、硬砂岩2 ぬ30プロックと瓦複
13) 2．ヒピ ：1.火

撥： 2．完形 ：
l・破捐 2 

70策原中丸 BBIM V 慄群No.18 2. 40 0 20 4 散漫 赤化： 4、スス ：粗姦灰岩3、硬砂岩 I No.55プロックと重複
14) 3、ヒビ.3.火 ぬ16礫群と接合

撥 •2 、完形・
2・破損： 2 

70栗原中丸 BBIM V 渥群泌19 3. 40 2. 70 34 集中 赤化： 10、スス ・細粒凝灰岩3、粗粒襄灰岩 泊32プロックと.No塁複32 
(Ill 7.ヒピ ：6.火 4.凝灰角礫岩 I.硬砂岩 ぬ20• 33慄群

撥： 3.完形： 2、不明 1 プロックと接合
1・破損 32 

70渠原中丸 BBIM V 覆群No.20 3. 4 0 2. 20 28 集中 赤化： 8.スス． 細粒凝灰岩2.粗粒凝灰岩 ぬ35bプロックと重
(9) 3. ヒピ ：6.火 3、凝灰角礫岩 I.粘板岩 複

撥． 6.完形： ）．硬砂岩）、不明 ） ぬ21• 23 • 33礫群．
l・破損・ 27 ぬ33• 38 • 35 bプ

ロックと接合

70栗原中丸 BBIM V 礫群油21 2. 00 I. 10 8 散漫 赤化： 4.スス ．粗粒凝灰岩？ 1、硬砂店 No.37プロックと重複
(5) 3、ヒピ '4、火 3` 不明 1 池14礫群．No.29ブ

撥． 3.完形： ロックと接合

2・破損 ：6 

70栗原中丸 BBIM V 憫群No.22 2. 90 I. 80 14 集中 赤化： 13.スス・ 細粒凝灰岩4、粗粒凝灰岩 ぬ38プロックと這複
(13) II. ヒピ： 5、火 2、凝灰角礫岩 1、火山礫

撥： 6` 完形： 辺灰岩 1、硬砂岩5
8・破損： 6 

70栗原中丸 BBIM V 礫群No.23 2 70 2. 40 27 集中 赤化： 9、スス： 細3粒`凝凝灰岩 L 粗粒凝灰岩 ぬ40bプロックと重
(9) 7、ヒピ： 3、火 灰角礫岩 1．安山岩 複

撥；も完形： l、硬砂岩3 No.24 • 25礫群と接合
2・破出 ：25

70榮原中丸 BBIN V 陳群池24 1.70 I. 00 8 集中 赤化 ・6.スス ：細粒凝灰岩2.粗粒凝灰岩 ぬ40dプロックと厖
(71 3. ヒピ： 3、火 2.屈灰角礫岩2.硬砂岩 複

撥： 3、完形： l Na23 • 25礫群と接合
4・破択： 4 
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神奈川県における旧石器時代の遺構 （その3)

遺跡 確認
文 長軸 短軸 礫散

備 考
遺跡名 化 遺柵名 分布 礫の状 態 礫群石打組成

ぬ 層位
層 (ml (m) 撲合後数

（共伴遺物等 ）

10栗原中丸 BBIM V 繹群No.25 4, 00 2. 80 21 散漫 赤化： 15、スス ：
細2粒、火廷灰山岩礫凝4灰`粗岩粒2凝`灰輝蘇岩

Na40cフロックと瓜
115) 5、ヒビ ：10.火 複

撥： 5．完形： 岩l、安山岩 L 玄武岩 R20-¥5区と接合
6・破捐， 15 ）、硬砂岩3、不明 l

70栗原中丸 BBIM V 礫群ぬ26 I. 00 0. 50 6 集中 赤化： 4．スス： 安山岩 I,玄武岩2、硬砂 No43プロックと重複
(4) 2. ヒピ： 2.火 岩l

撥； l,破掛： 6 

70栗原中丸 BBIM V 礫群ぬ27 3. 20 2. 60 15 集中 赤化： 6、スス ：細粒凝灰岩 1、粗粒凝灰岩 ぬ43プロックと重複
(6) 2. ヒピ： 2.火 2.凝灰角礫岩1、玄武岩 No.26礫群と攘合

撥： 4.完形： 1．硬砂岩 I
l.破掛： 14

70栗原中丸 BBIM V 礫群ぬ28 3. JO 3. 00 25 集中 赤化： 12` スス ：細泣凝灰岩 l.粗粒凝灰岩 ぬ45プロックと重接複合
114) 6. ヒピ： 6.火 l、凝灰角礫岩）．火山簾 ぬ44プロックと

撥 4、完形 凝灰沿2.玄武沿2.硬砂
7・破lfl: 18 岩7

70栗原中丸 BBIM V 礫群ぬ29 3. 30 2. 50 66 果中 赤化： 13` スス ：細粒凝灰岩 3` 粗粒凝灰岩 ぬ46プロックと瓜複
(1 31 6、ヒピ： 9.火 3.凝灰角陳岩 1．火山礫 ぬ25・ 26 ・ 27 ・ 30 • 

撥： 7.完形 ： 凝灰岩 I,安山岩 I.硬砂 31 ・ 34礫群． Na32• 
1 ・破Ill: 65 岩I 42 ・ 43プロックと接

＾ ロ
70榮原中丸 BBIM V 礫群ぬ30 2, 60 I 20 II 散漫 赤化： 5'スス： 細粒疑灰岩1．粗粒辺灰岩 No47プロックと重複

(51 4、ヒピ： 4、火 1、火山礫疑灰岩1.安山
撥； 2、完形： 岩1．硬砂岩1
l・破tu:10 

70榮原中丸 BBIM V 礫群ぬ31 2, 90 I 80 20 集中 赤化： 7.スス： 細粒凝灰沿 I岩,粗3粒.凝硬灰岩 ぬ48プロックと頂プ複
(71 4.ヒピ： 6、火 I.疑灰角礫 砂岩 ぬ32礫群、ぬ48

撥 ：3ヽ；；；形： 2 ロックと接合
2・破Ill:18 

70梨原中丸 祁IM V 屈群ぬ32 3. 10 2. 30 13 散漫 赤化： 5,スス： 細粒凝灰岩I.粗粒疑灰岩 池491礫プロック合と虞複
(51 3.ヒピ： 4、火 2.硬砂岩2 悩3 群と接

撥： 2,破1ft: 13 

70栗原中丸 BBIN V 礫群No.33 2, 60 I. 20 12 散漫 赤化 ：7.スス： 細I.粒硬紐灰岩2.粗粒凝灰沿 ぬ24プロックと重複
(8) 4、ヒピ ：4、火 砂岩 I.不明 1 ぬ36礫群と接合

撥： 3、完形：
4.破損： 8 

70栗原中丸 BBIM V 礫群ぬ34 t 10 2. 70 25 散漫 赤9化,： 12，スス： 細粒薩灰山岩礫凝I.灰粗岩粒1凝、灰安岩u」 ぬ44プロックと薗複
1 1 2) ヒ ピ • 5、火 2、火

撥： ？．完形： 岩1，硬砂沿4
5・破Ill:20 

70梨原中丸 BBIM V 礫群ぬ35 3. 40 1.50 20 集中 赤化： 16、スス： 粗粒凝灰岩4、辺灰角礫岩 ぬ21プロックと誼筏
116) 14. ヒビ： 14.火 3、火山礫凝灰岩4'硬砂 ぬII礫群と接合

撥： 2．完形： 岩5
10 ・鞍捐 ：10

70栗原中丸 BBIM V 礫群ぬ36 2. 50 I 30 21 集中 赤化： 17、スス： 細粒疑灰岩5、粗粒貶灰岩 ぬ23プロックと重複
(18) 12. ヒピ ：10.火 5、凝灰角礫岩 I.火山礫

撥： 3.完形 ： 凝灰岩2．硬砂岩5
15・破/ti:6 

70榮原中丸 BBIM V 礫群ぬ37 2. 80 l, 70 12 集中 赤化： 4、スス ：細粒凝灰岩 l、粗粒褪灰岩 ぬ20プロックと頂筏
(51 2、火撥： I.完 1.安山出 1.硬砂岩 l

形： 2.破損： 9 

76下鵡Iり1甲1号 BBi IV J句裸群 2 20 I 20 35 散漫 赤化： 32、完形： 砂岩 12.凝灰岩10、ホル
-L2U 5・破1Jl: 24・ヒ ンフェルス4、泥岩4、安

ピ： 6 山岩3.不明2

76下鶴問甲 1号 BBi IV 2号礫群 2. 70 1.70 21 散漫 赤8化： 16.完形： 疑灰．岩泥岩9、砂、岩安7. 礫岩
-L2U ・岐りI:10・ヒ 2 l 山岩 I,頁

ピ： 3 岩I

77月比野IVC BBi 礫群 BI中層．下層から
2基検出

81月且野上野 BBILL VJ 1m1碍礫群 2. 00 I. 30 46 集中
第一地点

81月見野上野 BBILL VI 1弟 2号繹群 0. 60 0. 60 100 密集
第一地点

81月見第一野上野 BBILL VJ ;fl 3号礫群 0. 60 0. 40 44 散漫
地点

81月凡野上野 BBILL VI 第4号礫群 0. 80 0. 80 230 む渠 第3フロック重複
第一地点

81月見野上野 BBILL VI 1ms号礫群 I. 70 I. 30 300 密集 第4プロックlli複
第一地点

82月見野J:野 BBIL Ill 1号礫群 3. 00 ?,20 57 集中 赤有化． ：有、 ヒビ： 凝灰岩，砂岩，玄武岩．ホ 鯰重量12.46kg 
刃三地点 スス：有 ルンフェルス

85長堀北 BBIL VI 1号礫群 I. 30 0 65 集中

85長堀北 BBIL VI 2号礫群 I. 00 0. 75 密集

85長堀北 BBIL VI 3母礫群 3. 00 2,00 散漫

85長堀北 BBIL VI 4蜀礫群 I. 20 0, 10 密集

85長堀北 BBIL Vl 5号礫群 2 60 I 30 殷漫

85長堀北 BBIL VI 6号裸群 0. 80 0. 30 4 散漫

85長堀北 BBIL VI 7号礫群 0 20 0. 10 2 集中

85長堀北 BBIL VI 8号礫群 0 60 0. 30 3 散浸
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旧石器時代研究ブロジェクトチーム

遺踪 確認
文 長軸 短軸 礫数

鑽 考
ぬ
遺跡名

層位
化 遺構名 分布 礫の状態 麗群石材組成

（共伴遺物等）
層 (m) Cm) 往合後艮

S5丘硼北． BBIL VI 9号礫群 I. 20 0, 30 3 取覆

85長堀北 BBIL VI 10号慄群 1.30 0. 90 1 散漫

85長堀北 BBIL VJ 11呂礫群 0. 30 0. 30 3 集中

85長堀北 BBIL VJ l2号礫群 3. 70 I. 50 9 散漫

85長堀北 BBIL VI 13号礫群 0. 50 0. 10 2 散漫

86下鶴問長堀 BBIL m l礫群 2. 50 I. 60 集中 14礫群と接合
86下鶴問長堀 BBIL 

＂ 
2慄群 6. 20 3. 50 集中 閾囲は散漫

10. l I礫群と接合
86下鶴問長堀 BBIL m 3礫群 I. 70 0 80 徴漫 14ill!群と接合

86下鶴間長堀 BBIL m 4覆群 0. 80 0. so 密集

86下鵡問長堀 BBIL m 5礎群 0. 50 0 30 散漫

86下観問長堀 BBIL m 6礫群 I. 90 0. 50 散浸

86下鵡間長堀 BBIL m 7礫群 2. 60 2. 20 13 散漫 18礫群と接合

86下鶴間長堀 BBIL 日 8礫群 2. 20 0. 60 散漫

86下鵡間長堀 BBIL m 9礫群 I 30 0. 50 散浸

86下鵡間長堀 BBIL m 10慄群 2, 70 2. 30 集中 2礫群と接合

86下鶴間長堀 BBIL m II礫群 2. 10 I. 50 集中 2礫群と接合

86下鵡間長堀 BBIL m 12礫群 2. 50 I. 30 集中

86下鵡間長堀 BBIL 

＂ 
13慄群 I 50 0. 60 果中

86下鵡間長堀 BBIL m 14礫群 3. 50 3. 00 86 集中 1、3.26礫群と接
合

86下餞問長堀 BBIL m 15磯群 0. 70 D. 50 

86下鵡間長堀 BBIL m 16礫群 2. 00 0. 60 7 散漫

86下鵡間長堀 BBI L 

＂ 
17礫群 3. 00 I. 70 176 集中

86下鵡問長堀 BBIL m 18慄群 2. 00 1.20 散漫 7. 25礫群と接合

86下鵡問長堀 BBIL m 19礫群 I. 80 0. 60 集中

86下鵡間長堀 BBIL m 20礫群 !. 80 0. 80 散漫

86下鵡問長堀 BBIL 皿 21覆群 o. 90 0. 50 18 集中 赤化 ：2.完形： 26礫群と接合
10.破捐： 8 

86下鵡間長堀 BBIL m 22礫群 0. 80 0. 60 

86下鵡間長堀 BBI L m 23礫群 5. 00 4. 00 散漫

86下鶴問長堀 BBIL III 24礫群 3. 50 I. 50 26 散漫

86下鵡問長堀 BBIL m 25礫群 5. 20 4. 00 散漫 18礫群と接合

86下鵡間長堀 BBll m 26礫群 2.30 I. 80 集中 14、21礫群と接合

86下鵡閉長堀 L2!1 IV 礫群 5. 00 5. 00 39 散浸

87長fJi!爾 L2UU IV 1号礫群 I 70 0. 90 10 密集 赤化 ：10.スス： 礫岩 I.砂岩4.安山岩 2ユニット直下
3.完形 ：3 2.閃緑岩 l

87長堀南 し2IIU IV 2号慄群 I. 10 0. 60 13 集中 赤化： 13、スス： 榛岩2、ザ宕6 2 ユ—ッ ト直下
4.タール： 2 

87長堀南 L2UU IV 3号礫群 0. 40 0. 40 14 密集 赤化： 14` スス： 覆岩2、砂岩5.安山岩
5 `タール： I ̀  2` 火砕岩 l
完形： 3

87長堀渕 L2UU IV 4号礫群 2. 90 2 00 19 集中 赤化： 19、スス： 礫岩 3` 砂岩5レ安ス山1塩
7.完形： 7 8.ホルンフェI

87長堀爾 L2UU IV 5号覆群 I. 10 0. 70 II 集中 赤化： II.スス： 礫岩2,砂岩4、安山岩
5.タール： l. 1.火砕岩 1
完形： 4 

87長堀南 L2UU IV 6号礫群 0. 70 0. 40 17 密集 赤化： 17、スス： 砂岩6、安山岩3、閃U岩
8.タール： 1、 1、礫岩2
完形： 6

87長堀南 L2UU JV 7丹礫群 I 00 0. 50 28 も東 赤化： 28.スス： i安山岩7．礫岩4.”心 9ュ＿ッ ト直下
9、タール： 3. 6` 閃緑岩l
完形 ：II

87長堀穎 L2UU IV 8号襄群 2, 1 0 0. 80 14 密集 赤化： 14、スス： 礫岩2、砂岩4、チャート
5、タール： 2、 1、安山岩5、閃緑岩1、
完形： 7 ホルンフェルス 1

87長堀雨 L2UU IV 9号覆群 2. 10 I. 40 15 集中 赤化 ：15.スス： 隔岩2、山砂岩岩I4.チャート 8ユーツ トロ下
3、タール： I. 1、安 、火砕岩 l
完形： 5 

81長堀南 L2UU lV 10号礫群 2 40 I 80 40 集中 赤化 ：40.スス： 磯岩4、砂岩 6` チャート 8ユーツト直下
6.完形： 6 1、安山岩l、閃紐岩 I

87長堀南 し2UU N 11号慄群 I. 80 I. 30 28 集中 赤化： 26、スス： 砂岩II、泥岩3.安山岩 8ユニット直下
18.タール： 2. 8、閃紐岩 1、火砕岩 1.
完形： 17 その他2

81長堀南 L2UU rv 12号礫群 2. 90 I. 40 27 集中 赤化： 27、スス ：礫岩 1、砂岩6.泥岩2、
3.タール： 2. 安山岩5、ホルンフェルス
完形： 4 I 

87長堀南 L2UU N 13岳礫群 I. 30 0. 40 28 密集 赤3化、 ：28.スス： 礫岩2.砕り2宕9、安山岩
完形： 9 6.火

87長堀南 L2UU IV 14号礫群 I. JO I. 00 l) 集中 赤化： II.スス ：礫岩 1、砂岩2、そ安の山他岩1 
1、完形： 2 2、火砕岩 I.

81長堀南 L2UU IV 15号礫群 I. 50 I. 20 20 集中 赤化： 19、スス： 礫1岩、安2山、岩砂岩5、10.チャ ト
4.完形 ：13 閃紐岩2
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神奈JII県における旧石器時代の遺構（その 3)

遺跡 確認
文 長軸 短軸 礫数 備 零

ぬ
遺跡名

層位
化 遺囁名 分布 礫の状鰈 礫群石材組成

（共伴遺物等）
層 (m) (m ) 接合遍数

87長堀南 L2UU IV 16サ礫群 o. 70 0 50 10 暴り 赤6化.：10、スス： 礫岩3.VY:Ei I、ホ女ル山ン石フ 11ユーツト直 ト
タール： 4、 3、1閃緑岩1、 エ

完形： 7 ルス 1、その他1

81長堀南 L2UU 1¥1 17号礫群 2. 90 2. 30 67 密集 赤化： 66、スス： 礫岩2、砂岩19、チャート
7.タール： 1、 2.安山岩19.ホルンフェ
完形： 1 ルス l

81長堀南 L2UU IV 18号筏群 I. 60 I 50 41 集中 赤化： 41、スス： 礫岩3.砂岩7、泥岩 I. 12ユニット直下
10、タール： 3、 安山岩18.閃緑岩l．ホル
完形； 6 ンフェルス2

87長堀南 L2UU IV 19.q礫群 I 00 0. 60 13 集中 赤化， 13.スス ：礫岩 I.砂岩4、安山柑
9.タール： 3. 6.閃緑岩 l.その11!!1
完形： 6 

87長堀南 L2UU IV 20号礫群 2 00 o. 90 60 集中 赤化： 60、スス： 礫岩2.砂岩II、安山岩19 14ユーツト旺下
，｀完形： 4 

87長堀南 L2UU N 21号礫群 0, 70 0. 50 10 集中 赤化： 10、完形： 砂岩 l、安山岩5 15ユニット旧下
87長堀南 L2UU IV 22号礫群 2. 30 I. 60 27 散浸 赤化： 27.スス： 砂岩 I.チャート 1.安山 15ユニット直下
87艮堀爾 L2UU IV 23号礫群 0 90 o. 50 20 密集 赤化： 20.スス： 礫8岩.火I.砕岩紗宕25、安山岩

16、タール： 4. 
完形： 9

87艮堀肖 L2M V 1号礫群 0. 70 o. 30 18 集中 赤化： 18.スス： 砂岩7、チャート 1．安山 lユニット直下
15．タール： 8、 岩3.閃緑岩2、火砕岩3
完形： 12

88深見課訪LIi BBIL IV 9号礫群 2. 20 2. 00 34 散漫

88深見諌訪UI BBIL IV 15号礫群 I. 30 o. 70 8 散漫

92上口樗 BBIM I a礫群 0. 60 0. 50 19 渠中
92上草樗 BBIM I b. c礫群 4. 20 2. 30 33 散漫
IOI吉岡B区 8BI L IV 覆群l 5 2 81 集中 完形： 2、半欠： 安山岩4.細粒擬灰岩29. 石蒻集中 1と重なる

2，赤化： 65.ス 中粒凝灰岩41、細粒斑レイ 接合礫含む
ス： 65、タール： 岩3、砂岩4
65.赤化のみ：
5.付着物のみ：
8 

1071今Ell BBIL 皿 1号礫群 I. 10 I. 10 & I 'If.•稟 砂岩39、閃緑岩13、ホルン いずれの礫群も規模
or フェルス5、火砕岩4、 は小さいが出土点数

L2UU チャート 3、凝灰岩3、安 は多く、分布密度は
山岩3、礫岩3.その他4 高い

107今田 BBIL 四 2号礫群 1.10 0. 80 40 密集
1砂3岩、2安0、閃緑2岩嶋ホ5、火砕岩

また、 2基検出され
ているユニットとは

or 山岩 ルンフェ
分布は重ならない

L2UU ルス 1、チャート 1、その

107 今田 BBIL 

＂ 
3号礫群 o. 80 0. 60 61 密集 砂岩28.閃緑岩5.ホルン

or フェルス4、火砕岩6.
L2UU チャー ト3.薩灰岩2.安

山岩 l、礫岩3、その他4

107 今田 臆IL

＂ 
4り礫群 0. 60 0. 50 28 密集 砂岩IO、火砕岩5.安山岩

or 2、閃緑沿 1、その他4
L2UU 

118 慶應SFC BBIM m 第8隅査区 0. 30 0. 24 4 密集 赤化 l安山岩4
集中部以.外Itの8礫の4点接

-L2M 第 1礫集中 を含め 点

郎 合が確az.長さ13an
の完形各礫となる

周囲に5点の磯

118 慶應SFC BBIM m 第8謂礫査集区中 3. 04 I 16 15 やや
1赤2化・：12、元形： 硬砂岩14.安山岩） 接離合の資は料いず同士れも近距

-L2M 第2 密集 破砕： 13

118 慶應SFC BBIM 皿 第8謂査区 I. 40 I. 28 4 散漫 赤化： 3、完形： ホルンフェルス 1、り石3 接合は集中部内1例
-L2M 第3礫集中 3・破砕 ：2 

118 慶應SFC BBIM m ”第8調査区 3. 00 I. 80 37 密集 涼化： 31、完形： 細砂粒岩凝8灰岩II、硬砂岩9. 接合は集中部内で6
-L2M 4礫集中 17・破砕： 20 、安山岩7．頁岩 例罐認

蔀 1 `不明） 接合状態は3/4以上
の遺存牢

118 慶應SFC BBIM m 第8鱈査区 1, 0 8 0. 48 5 やや 赤化： 3、完形： 砂岩2、硬砂岩l．安山岩
接と合のは間第で71礫例集中郁

・L2M 第5礫集中 密集 4 1．細粒涵灰岩1
部 距離5.2m 

118 慶應SFC BB IM 

＂ 
第8謂査区 0. 80 0. 58 4 やや 恭化： 4.完形 ：安山岩l凝・灰•右岩 1．硬砂岩

-L2M 第6礫集中 密集 4 l、細粒 1 

I 18 凜應SFC BBIM 

＂ 
第8鵡査区 0. 74 0. 68 3 散漫 完形： I.破砕： 砂岩2、安山岩I

例接合．第は集5礫中集部内中で部と1 -L2M 第7礫集中 2 
部 の間で1例確認第

5礫集中部との距纏
5. 2m 第9石器集中
部が共伴IRF) 

120 川尻 BBIU IV 1号礫群 2. 40 2. 00 35 集中 赤化： 35.スス： 砂岩24` 頁岩6.凝灰質砂 第 1フロックと翼複
23.タール： 23. 岩4、凝灰質泥岩 I
完形： 3．破損：
32 

120 /II尻 BBIU IV 2 ¼:}礫群 3. 80 2. 50 38 集中 赤化： 38.スス． 砂均13、頁岩II.凝灰買砂 第7プロックと重複
6、タール： 6. 岩13、ホルンフェルス 1
完形： 5.破捐 ：
33 
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1日石器時代研究プロジェクトチーム

遺跡 確 認
文 長 軸 短軸 礫数

鑽 考
No. 遺跡名 層 位

化 遺構名 分布 礫の状 態 礫群石材組成
（共 伴遺物 等 ）

層 (m) (m) Ill合及魏

127 宮ヶ瀬上原 BBIM V Pl巧 螺渭t I. 00 I. 00 IO 双覆＇ 1亦1c・10.スス： 硬貫砂岩 炭化物はカラマツ属
（ぬ13) -L 2.タール： 2. 0『トウヒ属

完形， 1,剥蔭： 19, 470土IOOy,B. P 
2 (AMS法）

127 宮ヶ瀬上原 BBIM V P2号礫群 3. 00 I 00 29 集中 赤化 ：23，スス： 粗粒凝灰岩6.硬質砂岩
（Nn13) -L 20、タール ：20. 3.中粒凝灰岩2.硬買中

完形： 1・ヒピ： 粒凝灰岩 1
2，剥落： 4 

127 宮ヶ瀬上原 BBIM V P3号礫群 I 50 I 50 17 散漫 1赤化： ］4.スス： 安山岩5、硬質硬砂質岩細粒3. 中
（ぬ13) -L 8 `タール． 8、 粒疑灰岩2、 凝灰

完形3.ヒピ： 7 岩1、硬質中粒凝灰岩l

127 宮ヶ瀬上13原) BBIM V P4号嚢群 3 00 250 16 散漫 1亦化 ：II．スス： 軟質細、粒粗凝粒灰凝岩灰3、硬買砂
(N(l -L 6、タール： 6, 岩2 岩l、中粒

完形： 1、ヒピ： 凝灰岩1．砂岩 I
8 

127 冨ヶ瀬上原 BBIM V P 5号礫群 I. 30 1.30 6 散漫 赤化 ：6、完形： 流紋岩岩質凝l灰、岩l、安岩山岩 炭化物は径0.Jmの
(No13) -L 2、ヒビ： 3 1、礫 中粒疑灰 範囲に集中

1、硬質砂岩I

127 宮ヶ瀬上原 BBIM V P6号罷群 2.50 I. 50 13 散漫 赤化： 8,スス： 租粒廷灰岩5.硬買砂岩
(No.13) -L 6.タール 6. 4、安山岩2、中粒凝灰岩

完形 ：I. I::ピ： 1、礫岩 I
4 

127 宮ヶ瀬上原 BBIM V P?号礫群 I. 50 I SO 1 散漫 赤化 ：6、完形： 灰中岩粒駐1灰、岩火山2. 流紋岩質穎
（Na 13) -L l、ヒピ： 2 礫凝灰岩1、

石英閃緑岩1．安山岩1

127 宮ヶ瀬上原 BBIM V p 8~礫群 I. 00 0 30 3 散漫 1赤化： 4、スス ：粗粒凝灰岩2，流灰岩紋岩l買凝
（ぬ13) -L I `タール： 1 ` 灰岩 1.中粒夏 、火

完形： l、ヒピ： 山礫凝灰岩1
2 

127 宮ヶ瀬上原 BBIM V P9号礫群 I. 60 5 直線 1赤化： 3、スス： 硬岩質I砂岩 1、軟質細粒凝灰
（ぬ13) -L 2、タール ：2、

完形： 2` 蜘）落：
3 `ヒピ ：3

Ill 原口 BBIL I 1号礫群 0. 55 0, 30 4 散漫 赤化； 4 破砕： 剥片石器 I
相当 4 

171 臥口 BBIL 1 2~礫群 0. 70 0 45 II 集中 赤化： II、破砕： 剥片石器 I
相当 8 

171 原口 BBIL I 3号隅群 I. 00 0, 80 lJ 密集 破砕： 14、赤化 剥片石器7
相当

171 原口 BBIL I 4号礫群 2. 80 0. 80 34 集中 赤化、破砕あり 剥片石器14
相当

183 月見野mA BBi 礫群 B ]上層．下暦、 L
2屠から6基検出

183 月見野皿B 祁l 礫群 BI中層から3基検
出

185 県営 BBILL IV 1号礫群 1. 40 I. 60 66 集中 赤化、破損顕著 周辺部は散漫

高座渋谷団地内

185 県営 BBILL IV 2号礫群 2. 40 2. 40 52 集中 周辺郎は散漫

高座渋谷団地内

185 臥営 BBILL IV 3号礫群 2 00 I. JO 9 散漫 I赤化： 9.欧m:
高座渋谷団地内 ， 
185 県営 BB!しL rv 4号礫群 3 20 0. 30 3 散漫 全点赤化．破捐
高座渋谷団地内

186 上草渭第4地点 BBIM I 礫群 3. 30 3. 30 75 散漫 25屑体｀赤化、ス
(a) ス

187 月且野 l BBIL 礫群 2基検出

188 月見野＂ BBi 9号硼群 0, 10 0. 50 集中

188 月見野u BBi 10号礫群 I. 40 I 20 集中

188 月比野U BB l II岳礫群 I 20 o. 50 集中

188 月見野n BB 1 12号慄群 1.70 I. 20 集中

188 月見野D BBi 13号硼群 I. 00 0. 80 54 集中

188 月且野ll BBi 14号礫群 I. 80 I 20 57 集中

188 月見野n BBi 15号礫群 I. 20 0 80 132 密集

216 下森鹿島 BBIL m 1号礫群 0. 50 0. 30 23 密集 赤化： 23` スス： 砂岩3、チャ ト4，閃緑 3号礫群と接合
6.タール： l. 岩3、安山岩 3` 泥岩 1、
完形 ：9・破／jj: その他 1
14 

216 下森鹿島 BBIL m 2仔礫群 0. 80 0 60 29 密集 赤化： 29.スス ：砂岩9、凝灰岩 1.火砕岩
20、完形 ・II・破 2、OO緑岩3、安i.lJ岩7,
損： 18 泥岩1、その他4

216 下森鹿島 BBIL 皿 3号礫群 2. 00 I. 60 42 集中 赤化 ：45、スス ：砂岩12、チャ ト3` 岩火砕 1号礫群と接合
5.完形 '15・破 岩2.oo緑岩4、安山
損 ：27 4、礫岩2.その他5

216 下森鹿島 BBIL 皿 4丹陳群 0. 50 0. 50 35 密集 赤化： 35.スス： 砂沿21、チャ トl.凝灰 10号礫群と接合
9.タール・ I. 岩1．火砕岩4.1)(1緑岩
完形： 16・破損： ）、安山岩3．泥岩 l，そ
19 の他2
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神奈川県における旧石器時代の遺構 （その3)

遺跡 確認
文 長輪 短輪 礫散

傭 考

ぬ
遺跡名

層 位
化 遺構名 分布 礫の状 鰈 礫群石材組 成

（共 伴 遺 物 事 ）
層 (m) (m) 撞合鼠l1

216 下森鹿島 BBlL 

＂ 
5号礫群 1.00 0 70 48 密集 赤化 ：49、スス ：砂沿9、チャート 4、凝灰

25、クール ：2、 岩 3、火砕岩7、閃緑岩
完形： 3!.破損： 4.安山岩10、泥岩5｀礫

＂ 
岩 1、その他5

216 下森鹿島 BBlL m 6再礫群 2. 60 1.90 214 密集 赤化： 210、ス 砂岩58、チャート11、凝灰

ス： 37、クール： 岩12、火砕岩8'閃緑岩
1、完形． 65・破 17、安山岩37、泥岩4、礫

損： 149 岩4、その他lo

216 下森鹿島 BBIL 川 7号礫群 l. 40 0.60 44 密集 赤化 44、スス． 砂沿11.凝灰岩 I,火砕岩
15、完形 ：27・破 4、閃紐沿 5、安山沿 1
損： 17 3.泥岩2、礫岩2、その

他4

216 下森鹿島 BBIL 

＂ 
8号礫群 I. 80 0.40 II 集中 赤化． II、スス． 砂岩2、凝灰沿 I,火砕岩 9号礫群と接合

1、クール： 3 ̀  3、安山岩 3、その他 1
破損： II

216 下森鹿島 BBIL 田 9号礫群 I. 80 0. 70 9 散漫 赤化： 9、破Ill:安山岩4、泥岩 l、その他 8号礫群と接合
216 下森鹿島 BBlL m 10号礫群 0. 80 0.60 24 密集 赤化； 24、スス： 砂岩2、凝灰岩 1、火砕岩 4-liJ-礫群と接合

3、破損： 24 I `閃緑溢 6｀安山岩6、

泥岩 I` その他 1

217 田名塩田原 BBIU n 1号礫群 I. 80 2 散漫 第2プロ ックと真筏
-U 

217 田名塩田原 BBIU II 2号礫群 2. 40 0.40 3 散浸
-M 

217 田名塩田原 BBIU n 3号礫群 4. 00 2 散漫 第 1プロックと重複
-U 

217 田名塩田原 BBIM 田 1号礫群 5 20 2. 40 II 集中 第 2プロックと瓜複

217 田名塩田原 BBIM 田 2号礫群 4 20 3.00 13 集中 第 lプロックと裏複

219 藉沢市応419 BBi N 1号 2.00 1.00 3 散浸 凝灰岩2、頁岩 1 全て別母岩

第 1地点 礫集中郎

219 藉沢市No419 BBIL m 1号 5. 50 4 50 65 やや散 中粒凝灰沿108、獲質中粒凝 スクレイパー 1、一

第 2地点 -L2 礫集中部 浸 灰岩26、砂岩53、ホルン 次加工剥片 1` 使用
フェルス16、火山礫疑灰岩 剥片 2.ハンマース

12` 安山岩／斑レイ岩7．流 トーン 1、剥片6、

紋岩 L 閃緑岩／鰻質砂岩 砕片 3が共伴
18、覆岩 2.チャート／粘板

岩 I

219 ”沢市N,,419 BBlL m 2号 5. 70 4 0(】 204 やや密 中粒凝灰岩108、硬質中粒凝 ＿次加工剥片 1` 石
第2地点 -L2 礫集中郎 集 灰岩26、砂岩53、ホルン 核 1、剥片 1が共伴

フェルス16、火山礫凝灰岩

12.安山岩／斑レイ岩 7.流

紋岩 l` 閃緑岩／硬質砂岩
18、礫岩2、チャート／粘板

岩 l

219 藉沢市li>.419 BBIL a 1号 S 00 2. so 43 やや密 中粒騒灰岩14、硬質中粒凝 石核'3、剥片 1が共

第5地点 -L2 礫集中部 集 灰岩13、閃緑燐5、火山礫 伴

凝岩4.硬質砂岩 3、ホ
ルンフェルス 2、安山岩

l、チャート l

228 相頃9F凡35 LIS 礫群 虐面観察で4基確認

-B112U 

231 相撲野rio.61 L2 礫群 /J!ilii観察で2基確認

239 大塚東

゜
3号集石 1.00 0.40 10 散漫 赤化 シルト岩 ナイフ形石器2｀加

-＂ 工痕のある剥片5、

使用痕のある剥片

2、剥片 9、石核 I

279 相撲野No.72 L2 凜群 崖面観察で 1基確認

323 神明若宮A地区 L2U Ill 1号礫群 2 40 1.60 70 集中 赤化： II.完形 ：
11,破損； 59

323 神明若宮A地区 L2U m 2号礫群 0.80 0. 80 23 集中 赤11:.:14、完形 ； 3号礫群と接合
14、破損； 9 

323 神明若宮A地区 L2U m 3号礫群 I. 20 0. 60 15 散漫 赤化： 4、完形 ： 2号礫詐と接合

4 破損： II

323 神明若宮A地区 L2U 田 4 ~礫群 0.60 0 10 2 散漫 赤化 ：2.破損 ：

2 

323 神明若宮C地区 BBIL D 1号礫群 0. 30 0. 10 2 散漫 赤化： 2.破損 ：

2 

325 月兄野上野 8BIL JV 1号礫群 3.60 l. 20 E 散漫
第5地点

325 月見野上野 BBIL IV 2号礫群 2.50 1.00 3 散漫
第5地点

329 大和市No.202 081 U n 1号礫群 I. 20 0. 95 29 集中 赤（ヒ：29、ヒピ ： 中泣凝灰岩13、細粒凝灰岩 石材構成は境JII中島
29、スス ：29 5、砂岩4、輝緑岩2、安 潰付近の河床礫と共

山岩2、斑レイ岩 1、流紋 通
岩 l、流紋岩質疑灰岩 1。
アプライト 1

333 大和市No.210 BBIL n 1号礫群 2. 40 2. 40 2OO 密集 赤化： 33、スス： 粗拉凝灰岩、火山礫凝灰 大半が lmXlmに
-L2U 33、タール： 33. 岩、ホルンフェルス．斑レ 集中．第4、6号礫

完形： 33 イ岩 群と接合
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旧石器時代研究プロジェクトチーム

遺池跡I遺 跡 名 確認 文 長輪 短軸 礫数
備 考

層位
化 遺慣名 分布 礫の状態 覆群石材餞成

（共伴遺物等）
層 (m) (m) 接合慎数

333 大和市N.210 BBIL n 2号礫駐 2, 20 0. 80 51 集中 赤化： 17、スス： 粗泣凝灰岩、火山礫凝灰 大半が 1mX0.6m
-L2U l1、クール． 17、 岩．砂岩 に集中

完形： 17

333 大和市No.210 BBIL n 3号礫群 I 50 0. 80 19 散浸 赤化： 17、スス： 凝灰岩
ーばU 17．タール： 17、

完形： 3 

333 大和市No.210 BBl l, u 4号閑群 I. 30 0. 80 5 散浸 赤化：有、スス： 疑灰岩｀チャート 第 1、6号礫群と接
-L2U 有．タール：有、 合

完形： 1．破祖：
4 

333 大和市No.210 BBIL u 5牙礫詐 0. 60 0 20 3 散漫 凝灰岩
ーし2U

333 大和市ふ210 BBIL u 6号礫群 0. 80 0. 40 7 敗浸 破授． 7 凝灰岩 第 l. 4号礫群と接
-L2U ＾ ロ334 福田丙ニノ区 BBIL u 1号礫群 2. 50 l, 50 9 散漫 赤化 ．9、スス． 中粒凝灰岩 7.粗粒凝灰治 1号プロックと重複

8、クール： 8. 1、斑レイ岩 1 2号礫群と接合関係
完形： 2.破投 ， 内側に炭化物

6 

334 福田丙＿ノ区 BBIL D 2%礫群 4. 00 2 00 207 缶集 赤化 ，203` ス 中粒凝灰岩122、砂岩42.安 2プロックと蕊複
ス： 203、完形： 山岩．閃緑岩．斑レイ岩． 1 号• 5号礫群と接
12・破損 195 中斑レイ岩、粗粒凝灰岩、 合閲係

硬質細粒凝灰岩、流紋必質 集中を囲むように炭
凝灰岩、ホルンフェルス、 化物
チャート、頁岩

334 福田丙ニノ区 BBIL II 3号礫群 3. 50 3. oc 21 散浸 赤化． 18、完形 砂溢8、閃緑沿6｀中粒凝 3プロックと霊複
1・破損： 20 灰岩6、流紋俎質凝灰岩 1 4 ・ 7号礫群と接合

関係広範囲に炭化
物

334 福田丙ニノ区 BBIL II 4号礫詳 4. 00 2. 5( 92 散漫 赤化： 90、スス： 中粒凝灰岩30、砂岩27、粗 9プロックと瓜複
90、クール： 90、 粒疑灰岩19 3・7号礫群と接合
完形： 6・破禎： 関係炭化物の分布

86 と重なる

334 福田丙—ノ区 BBiし II 5号礫群 2. 50 2. O{ 49 集中 赤化： 49、完形： 中粒凝灰岩29、チャー ト 10プロックと重複
5・破損： 44 5、砂岩4、中拉斑レイ岩 2号礫群と接合

4.粗泣凝灰岩｀輝緑岩｀
閃緑岩．硬質繍粒凝灰岩

334 福田丙＿ノ区 BBIL n 6号礫群 l.60 I. 50 13 集中 赤化・ 13、スス ・中粒凝灰岩 7、砂滋2、、 11プロックと重複
13、クール： 13, 流紋岩 1、輝緑岩、ホルン
完形， 2.破損 フェルス、流紋溢質凝灰溢
11 

334 娼田丙ニノ区 BBIL [l 7 -I}礫群 0. 80 2. 20 27 散漫 赤化： 27` スス ・中泣凝灰岩7.流紋岩質凝 13号プロックと煎複
タール， 21，完 灰岩 4.硬質細粒凝灰沿 4号礫群と接合悶係
形： 8・破損： 193.斑レイ岩 3.砂岩3、

粗泣凝灰岩2、流紋岩2、
頁培2、ホルンフェルス 1

334 I砥田丙ーノ区 BBIL II 8号礫群 0. 60 0. 30 11 密集 赤化： II.完形： 中泣凝灰岩6、砂店2、 配石の可能性あり

5、破損． 6 チャート l.ホルンフェル

335 用田烏居前 BBIL m 第2 3 80 3. 40 46 やや 赤化： 46 中粒凝灰岩35、硬質細粒凝 集中約2.6mx 1.6m 

石器集中地 密集 灰岩 5、砂岩3、ホルン 石核（硬質細粒凝灰

点 フェルス）．流紋岩 I,閃 沿 1)、剥片（顔質
緑岩 l 細粒凝灰岩4、黒濯

石 l)が共伴

337 大ほ戸 L I IIl』

＂ 
1号礫群 3. 60 1, 2 0 6 散漫

-BBIL 

337 大塚戸 BBi [l 2号礫群 I. 80 0. 4C 3 散漫

第2表 炉址

遺跡
遺跡名 111認

文
長軸 短軸

掘込
礫
礫

ぬ
化 遺損名

(m) (m) 
みの

数
分 礫の状態 石 材 組成 傭 考

層位
層 有無 布

126 
l宮ヶ(Na瀬中l3原c) 

88¥M V p I I'}炉址 0 65 0. 55 無 31 - 元形： 8.赤 l軟買細粒凝灰岩 ：5,中粒 叫石： 1,剥片： 3̀ 
-L 化： 25、和1沼 ： 汲灰必： l.粗粒凝灰岩： 砕片： I含む

3、ヒピ ：20、 1、火山礫凝灰岩 ：3.斑 18920土l00y.8. P. 
スス・ 1、ター れい岩： 1,硬買砂岩： (AMS法）
ル： 5 4、硬質中粒凝灰岩： 1 

121 「出ヶ瀬上原 BBIM V p I号炉址 0. 75 0. 65 黒 -I炭化物分布：中9:ffll(0. 3XO. 4m)多量
(Nal3) -L カラマツ属orトウヒ属19240土IOOy,B. P(AMS法）ナイフ形石器 1

1 2 7 1宮ヶ濶 H，原 BBIM V P2因炉址 0. 75 0. 60 慧 5 散 完形： 3、赤 中粒凝灰岩 ：3̀ 硬門砂 炭化物分布：全面
（ぬ13) -L 漫 化： 4.灼I落： 岩： 1.斑れい岩 ：I 掻器伴う

2、ヒピ ：2 

127 宮ヶ瀬上原 BBIM V P3号炉址 0. 30 O. 2S 無 10 散 元形： 2.赤 粗粒凝灰沿 ：1、安山岩 ： 炭化物分布：全面
(Nal3) -L 漫 化 ：4、剥躇． 1、硬質砂岩： ］ ` 火山礫

1、ヒピ： 4、 凝灰岩： 2
スス： l、ター
ル： I 
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神奈川県における旧石器時代の遺構 （その 3)

第3表配石

遺跡 確認
文

長輪 短輪 礫分 偏 考
遺跡名 化 遺慣名 礫 の 状 態 石材組成

ぬ 層位
層

(m) (m) 数布 （共伴遺物等）

87 JJ:城南 LlUU 』V 1号紀石 I. 00 o. 30 3 - 冶1石など

126 宮ヶ瀬中原（ぬ13c) 聞IM V p I号配石 I - 赤化 粗粒凝灰岩 1フロック内
・L 

126 宮ヶ瀬中原(No.13c) BBIN V P 21'}配石 I 赤化、スス．タル 中粒凝灰岩 1フロック内
-L 

126 宮ヶ瀬中原!No.13cl BBIN V P 3号配石 0. 80 2 - 硬買砂岩 2プロ：ソク内
-L 

126 宮ヶ瀬中原（ぬ13c) 881M V P4号配石 0. 55 2 - 赤化： 1 中粒祖灰岩 4プロック内
・L 

127 宮ヶ瀬上原（ぬ13) BB1U V PI号配石 o. 50 o. 50 3 蝸中 亦化： 3、ヒビ： 3.スス 粗粒謎灰岩I.軟買細粒粒
-L 3、タール： 3.剥落： l 灰岩 l

127 宮ヶ瀬上原似113) BBl!I V P 2号配石 0. 50 2 - 元形： 2、赤化： 2.スス ： 硬質砂岩 1、硬質細粒凝灰
・L 1、タール： I 岩l

127 宮ヶ瀬上原（ぬ131 BRIM V P3号配石 0. 50 2 - ；；；形 ：1、赤化： 2、ヒビ： 2 中位磁灰岩2
-L 

127 宮ヶ讚上原(Nl3) BBIM V P4号配石 I - 赤化 火山礫凝灰岩

-L 

127 宮ヶ瀬上原（ぬ131 BBIM V P 5号紀石 o. 40 2 -完形： 1、赤化：2、ヒピ ： 中粒凝灰岩．安山岩
-L 2、剥落 ：I 

127 宮ヶ瀬上原(No13) RBIM V P6号配石 o. 70 2 - 赤化： 2.ヒピ： 2 中粒凝灰'll.火山礫凝灰岩
-L 

1 11 宮ヶ瀬上原(No.13) 881M V P7号配石 I -91L ら英閃駄岩
-L 

一1
1呂ケ讚上原（ぬ13) BBIM V P8号配石 0. 7S 3 - 赤化 ：3.ヒピ： 2、泊l霞： 3 岩中粒1凝灰岩2.火山慄凝灰

・L 

127 宮ヶ瀬上腹(Nol3) BBIM V P9号配石
-L 

0. 2S 2 -1亦化： 2、ヒピ： 2 安IIJ!.:I

127 宮ヶ瀬ー上原lぬ13) IBBIM V PIO号配石 t―or -2可0 a : 元5彬.渕：I.赤化：5.ヒピ： 中粒磁灰岩2ー、安山岩広―
・l 落： I 碩質砂岩 I

127 宮ヶ瀬上原儀ll3) BBIM V PII号配石 0. 35 2 -1赤l化.： 2、ヒピ ：I.スス： 硬質砂岩1、安山岩l
-L タール： I 

127 宮ヶ瀬上原悩113} B81U V P 12号配石 I - 完形 I安山岩
-L 

128 宮ヶ瀬 BBIY V P 2引配石 0 30 2 -I完形： l、赤化 ：2、ヒピ ： 火山礫凝灰岩
サザランケ（ぬ121 -L 2.タール： 2 

第 4表 デポ（石核原材集積）

文

遺ぬ跡 1 遺跡 名 I=喜化遺構名
層

128苫ヶ:悶fランケ 1 ！悶，V|if員
遺物の攘相 儡考

第5表炭化物集中

遺 跡 帽認
文 I長軸 短軸濃 跡名 化 遺 渭 名 (m) 鋼 考 （ 共 伴 遺 物 等 ） ぬ 層位
層

(m) 

10揖本 田炭化物片集中ヶ所9 記述及び明確な図景し、詳細不明
118 慶應SFC LJH 田第8謂査区第1炭化 1.36 0. 94 分布の中心はBBi

物
BBi 

118 慶應SFC B8() m 第8調査区第2炭化 1.10 1.26 分布の中心llBBI
42 物

118 慶應SFC BBi m 第8調査区第3炭化 1.92 1.80 
192 卒闊 IT日 BBIII - 1号炭化物集中 I.SO 1.20 
219 藤沢市ぬ419 ll81L m 1号炭化物集中部 I.SO 1.20 炭化物は径2-s.程度
第2地点 -L2 分布は比較的散漫

3J5 用田島店前 B8JL IV第3石諾集中地点内 4.oo 2. 90 石料集中地点内に、 2箇所の炭化物集中が認められる
石器の出土状況は．この2箇所の炭化物集中を取り囲むよ うな状況で出土してる

335 用田．g居前 郎IL JV大型炭化材集中部 I.30 1.30 5箇所の集中部が検出されている 板状の炭化材が直立した状懇で出土した第2集
中綿の下部からは、直径2紐・深さ42cmを測るピットが検出されている まな周
辺からは6邸7点におよぶ炭化物粒も出土しており、炭化物粒を合めた分布鋭囲は約
6. 7mX4. 7mとなる

謡 葛原滝谷 BBIL ＂第 1大型炭化材集中 1.22 0.65 炭化材（計6点）は比較的小型であり．憤たわうた状―態で出土
邸

336 葛既滝谷 BBIL JV I第2大型炭化材集中 0.78 0.42 炭化材（計6!)は横たわった状懲で111土 この内の 1点は、最1号大土反坑26が.5検CII出'最，れ大て輻
邸 12 Oan ・最大厚5.6cmを洞る大型のもの また、下邸からはP さ て

いる

336 葛既滝谷 BBIL IV第3大型炭化材集中 1.50 0. 36 計3点出土した炭化材のっち、2点はほll直立した状態で出土
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第6表礫群（補遺編）

遺跡 確認
文

長軸 短軸 礫数 分
遺跡名 化 遺滑名 礫 の 状 態 礫群石材岨成

No. 層位
層

(m) (ml 
（接合漁数） 布

ISJ 口四B しIHL 2 a 1号礫群 3. 20 2 30 64 1赤化： 6!,破損： 32 チャ ト4.安山岩tl̀
BBIM 砂岩39.

157 古淵B LIIIL- 2 a 2号礫群 3. 50 I 20 50 赤化 ：47.スス： 43.ター チャート 2.安山岩21.
祁lM ル ．6.破捐： 28 砂岩26.只岩L

157 古渫B LI凡りー 2 a II号礫群 2. 90 2. 20 51 赤化 ・50、スス： 28，ター チャート 6、安山岩 7̀
BR l U ル：3、破損： 20 砂岩37

157 古瀦B LIIIL 2 a 12号礫群 2. 10 I 90 49 密 赤化： 40.スス ：22.ター チャート9.安山岩10.
集 ル ：？、破祖： 27 砂岩30

1 5 J 古渕B BB l ll- 2 a 16号蝶群 3 20 3 10 36 I赤化 ：29.スス ：21.ター チャート2.安山岩 I.
L2U ル： 7.破Ill: 34 砂岩33

151 古沿B BB I U 2 a 18号榛群 4. 80 4. 10 16 散 赤化 16.スス ：6.ター チャート 1、安山岩 I、
没 ル ．l.破肌： 12 砂岩13、頁岩）

1 5 1’ 古淵B UHL~ 2 a 23号礫群 4 80 4 10 48 散 赤化 ：37.スス ：2¥.ター チャート 2.安山岩8.
祁lM 漫 ル ：3、破掛： IS 砂岩38

157 仁四B BB I U 2 a 24号礫群 3. 20 3 00 10 赤化 • 9. スス 6.破損 ：チャ ト2` 安山岩2、
3 砂岩6

157 古渕B BB I U 2 a 25-IJ躾群 3. 10 2 00 24 散 赤化 ：22.スス ：5.ター チャート2.安山岩6.
漫 ル： l ̀阪捐： ？〇 砂岩16

157 古淵B BB IM 2 a 27号礫群 4 30 2 60 45 1赤化 ：43.スス ：40.ター チャート 1` 安山岩2、
ル： l.破祖： 34 砂岩40.凝灰岩2
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